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項 目 要  約 

１．研究の概要 低線量率放射線のリスクを推定する新たな方法の確立に寄与することを

目指して、発がんの標的細胞である組織幹細胞等が放射線被ばく後に示す

動態変化の観点から発がんの線量率効果の科学的理解を得るため、動物モ

デルを用いた実験及びシミュレーションによって放射線被ばく後の幹細胞

の動態の解明に資する科学的知見を創出することを目的とし、以下の研究

開発を行う。 

１）幹細胞生物学実験による線量率効果の解析 

２）シミュレーションによる線量率効果の解析 

２．総合評価 
Ａ

・放射線防護上の重要性が高く組織のターンオーバーの時間が異なる３つ

（乳腺、消化管、甲状腺）に注目して取り組み、動物個体の組織や幹細

胞系における放射線応答の特徴やその線量率効果を明らかにし、乳腺幹

細胞系の細胞競合実験系を構築し、放射線による細胞の競合を骨髄以外

の組織として評価できるようにして、乳腺組織でのモデル化を達成した

点は評価できる。

・是非ヒトにおける低線量率放射線のリスク評価へと展開して欲しい。

・個々の研究項目を着実に実施し、総合的には実験系の構築やモデル化の

達成など、よい成果があげられている。

・テーマが挑戦的であり、その目標をクリアすべく熱心に取り組んできた

ことは良く理解できる。

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


